
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

壁には先生たちが書いた「自主学習のすすめ」を掲示して

います。自主学習に使えるおすすめ本を、表紙写真と分類

番号を示して掲示しています。分類番号を書くことで、学校

図書館に行き自分で探せるようなり、そこに置いてある他の本

に興味を持つ児童も現れてきています。 
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  「使ってみよう思考ツール」としてロイロノートに入っているシ

ンキングツールの使い方を掲示しています。調べたことをまとめ

てアイデアを出すときや、わかったことを整理するときに使えるシ

ンキングツール。使い方を掲示することで、児童が自分なりに

使えるようになることをめざしています。 
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学校図書館活用授業では①情報収集 ②整理・分析 

③まとめ・表現・発信の３つの学習場面を大切にしています。

それぞれの場面で、どのような方法があるかを具体的に示した

ものが「情報活用スキルカード」です。自らの学びを構成する自

己調整力をつけていくことをめざしています。カードは児童が確

認しやすいように、ロイロノートの資料箱の中に入れています。 
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５年生は、国語「固有種が教えてくれること」から学習を広

げて、日本の固有種や希少種について調べました。調べたこと

を基にしてオオワシやアマミノクロウサギなどの未来について考え

発表しました。それぞれの生き物について野生生物保護センタ

ーの方々からお話を伺えたことは良い経験になりました。 

 



 

   ３年生は体育「とびばこ」で、どうすれば跳び箱をとべるのかを

調べ、実践する PDCA に取り組みました。よく意見を伝えあ

い、互いに支え合いながらチャレンジしていく取り組みになりまし

た。「わかる」と「できる」がつながってコツをつかんでいく姿がありま

した。 
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本は、日本十進分類表をもとに色分けして配架しています。

分類番号や配置の決まりがまだ理解しづらい低学年のために、

３類民話の棚にはカッパ、４類動物の棚にはワニのぬいぐるみ

を置くなどの工夫をしています。また、同じ分類でも綱目が複数

あるため、背表紙のシールに数字と共に絵シールを貼り、児童

がもとの棚に戻しやすいようにしています。        

配架された本を探しだす「本探しビンゴ」に取り組んだこともあ

ります。ビンゴ表を使い、グループで協力しあうことで、ゲーム感覚

で本の配架を確認する機会になりました。 


